
 

 

 

 
 

 

 

平成３０年４月１３日、エスポワールいわて（盛岡市）において岩手県農業農村指導士感謝状贈

呈式が開催され、当管内でも青年農業士を務めたお二人の方が認定期間満了となり、岩手県知事か

ら感謝状と記念品が贈呈されました。 

当日は、お二人とも都合により出席できなかったため、後日、久慈農業改良普及センターの中村

善光所長が自宅に伺い、感謝状と記念品の贈呈を行ない、その労をねぎらいました。 

また、お二人は認定期間満了後について、それぞれの立場で地域農業への貢献を抱負として述べ

られました。今後の活躍が期待されます。 

 

長い間、ありがとうございました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普及センター情報 242 号 

平成 30 年 5 月 23 日発行 

久慈農業改良普及センター 

TEL：0194-53-4989  FAX：0194-53-5009 

久慈農業改良普及センターだより 

洋野町 川崎 和志（かわさき かずし）さん  

（青年農業士：平成 24 年度認定） 

【経営内容】 野菜（雨よけほうれんそう） 

【経歴および実績】 高校卒業後就職し、平成 11年就農。平成 20年

久慈地方青年農業賞受賞、平成 20～28 年若手園芸農業者グループ

「Green Buds」副会長。 

雨よけほうれんそうを主体とした経営を行う。土づくりを重視した

栽培を行うとともに、ほうれんそうの土壌消毒作業支援班員として、

ＪＡ野菜部会と連携し、地域のほうれんそう生産に貢献している。研

究グループ活動である前述の活動は、県の平成 28 年度農業青年活動

実績発表会において最優秀賞を受賞した。 

【ひとこと】 土壌消毒作業支援班員として、今後も地域のほうれん

そう生産に貢献したい。 

洋野町 北村 卓也（きたむら たくや）さん  

（青年農業士：平成 26 年度認定） 

【経営内容】 野菜（雨よけほうれんそう） 

【経歴および実績】 大学卒業後就職し、平成 21年就農。平成 25年

久慈地方農業表彰明日を拓く担い手賞受賞、平成 26 年～洋野町農業

青年クラブ会長、平成 27 年～ＪＡ新いわて青年部久慈支部長、平成

29 年～ＪＡ新いわて久慈地域野菜部会大野支部長。 

 雨よけほうれんそうを主体とした経営を行う。出荷調製作業に加

え、播種・防除・収穫の一連の作業の機械化により規模拡大を図って

いる。また、青年組織の役員を務めるなど、地域の若手農業者のリー

ダーとして活躍するとともに、高校生の研修受入など、次代の担い手

確保にも貢献している。 

【ひとこと】 Ｕターンして10年目を迎える。今後もＯＢとして、

地域農業の発展に貢献したい。 

川崎 和志さん 

北村 卓也さん 

 



 

 ○岩手県内及び久慈管内における認定者数（平成 30年 4月 1日現在）     （単位：人） 

区分 県認定者数 久慈地方計 久慈市 洋野町 野田村 普代村 

農業農村指導士  １６７   １４ ７ ５ ２ ０ 

青年農業士   ５２    ２ １ １ ０ ０ 

計  ２１９   １６ ８ ６ ２ ０ 

 

○現在久慈管内で認定されている方々は下記のとおりです。（久慈地域農業農村指導士等連絡協議会） 

区分 認定年度 役職等 氏名 市町村 経営内容 

農業農村指導士 平成12年  岩脇 ヨシエ 久慈市 野菜 

平成15年  田村 英寛 久慈市 肉用牛、酪農 

平成16年  下川原 重雄 洋野町 果樹､農産加工 

平成17年  平谷 東英 野田村 養豚､果樹 

平成18年  長坂 信一 久慈市 野菜 

〃  長坂 亜紀子 久慈市 野菜 

平成22年  大矢内 利男 久慈市 菌床しいたけ 

平成23年 会長 佐々木 富明 久慈市 酪農 

平成25年  南 ヱイ子 洋野町 養鶏､農産加工 

〃  鹿糠沢 津嘉 野田村 水稲､野菜 

平成26年  戸﨑 武幸 久慈市 菌床しいたけ 

〃  下川原 幸子 洋野町 果樹､農産加工 

平成27年 副会長 堤内 ひろみ 洋野町 酪農 

平成28年  塩倉 康美 洋野町 酪農 

青年農業士 平成27年  田村 憲史 久慈市 酪農、肉用牛 

〃 事務局長 田代 人貴 洋野町 酪農 

 

 ※岩手県農業農村指導士認定制度とは 

   地域農業発展と農村地域活性化に意欲的に取り組んでいる優れた農業者を岩手県農業農村指導士 

  として知事が認定し、その自主的活動の助長を図り、もって本県の農業及び農村の一層の発展に寄 

  与することを目的に、平成１５年度に農業士制度、農村生活アドバイザー制度を統合し創設されま 

  した。 

   岩手県農業農村指導士は、年齢等の認定要件によって「農業農村指導士」と「青年農業士」に区 

  分されます。 

  ・農業農村指導士：３９歳以上で６５歳までに概ね１０年以上認定要件に掲げた活動ができる者である 

           こと。（認定期間満了年齢６５歳） 

  ・青年農業士  ：３９歳までに概ね５年以上認定要件に掲げた活動ができる者であること。 

           （認定期間満了年齢３９歳）  

 

久慈農業改良普及センターでは Facebook を始めました！ 

 久慈農業改良普及センターFacebook ページアドレスは https://bit.ly/2KEF0um 

久慈寒次郎が、最新の情報や HOT な情報をお届けしています。ぜひアクセスしてみて下さい！ 
 

https://bit.ly/2KEF0um

